
（様式２） 

『京丹後市まちづくり基本条例』一部改正（案）に係る説明 

 

京丹後市まちづくり基本条例は、まちづくりを進めていくうえでの基本的な考え方やル

ールを示したもので、平成１９年１２月２１日に公布し、平成２０年４月１日から施行し

ています。 

本条例は、施行後 4 年以内ごとに、この条例が京丹後市にふさわしいものであり続けて

いるかどうか等を検討し、その結果に基づき見直しを行うものとしており、本年度が４年

ごとにあたることから、京丹後市まちづくり委員会での答申を踏まえ、下記の条文の一部

改正を行います。 

 

『京丹後市まちづくり基本条例』一部改正（案） 

 

（１）第１３条関係 

【現行】 

（青少年の権利） 

第１３条 満２０歳未満の青少年は、それぞれの年齢に応じた関わり方でまちづ

くりに参加する権利を有する。 

【改正案】 

 (青少年の権利) 

第１３条 満１８歳未満の青少年は、それぞれの年齢に応じた関わり方でまちづ

くりに参加する権利を有する。 

 

【改正すべきとする事由】 

選挙権年齢を２０歳以上から１８歳以上に引き下げる公職選挙法の改正が平成２８

年６月１９日に施行され、また平成３０年６月１３日には、民法の成年年齢を２０歳

から１８歳に引き下げること等を内容とする民法の一部を改正する法律（民法：明治

２９年法律第８９号）が成立したことにより、本条例第１３条の規定について改正す

るものです。なお、民法の一部を改正する法律は令和４年４月１日から施行となって

います。 

 

【施行期日】 

  令和２年４月１日から施行予定 

 

 

● 改正案の作成の経緯 

   本年度７月に市長から「京丹後市まちづくり基本条例について、同条例第３２条に

基づく条例の検討及び見直しについて」京丹後市まちづくり委員会に諮問を行い、条

例改正の必要性について検討の結果、１２月２７日に市長に対し、同条例第１３条に

おける青少年の年齢について見直すべきとの答申を受け改正を行うものです。 


